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　　This study analyzes the educational effects of the ball game festival welcoming the 
ﬁrst-year students in the Faculty of Education, Kyoei University. Faculty members sup-
ported the second-year student committee to plan, organize, and manage the festival as 
well as ensuring the festival activities connected with the contents of the physical educa-
tion courses. After the ﬁrst year of the festival, the ratio of drop-outs has decreased. This 
event also provided opportunities for the second-year students to develop and mature. Re-


























year students built positive association with, and sense of belonging to the university; and 
better personal relationships with other students after the ball game festival. The second-
year students reported that the event was an opportunity to develop project management 
competency. These reports conﬁrmed the effectiveness of the current support styles that 
are to respect students as protagonists, and to teach necessary competency for students to 
use in planning and organizing the ball game festival.
Keywords:  adaptation support, a primary school teacher education program, project man-







































学部の入学生が 130人の定員を満たすようになり、学生数が 2期生の 1.5倍となり、合
宿の運営が困難であると判断されたためであった。そのために、アドバイザー制度を導入
して教員が手厚く面倒を見たのだが、3期生の不適応学生は増加し、3期生の 4年間を通

































































実行委員長 2年生 1名 須田
副実行委員長 2年生 2名 須田
練習用具貸出 1年生 8名 教員 A
表彰 2年生 3名 和井田
用具管理 2年生 4名 和井田
しおり 2年生 3名 教員 B・教員 C・和井田
記録 2年生 4名 教員 A
救護 2年生 5名 和井田
開会式・閉会式 2年生 3名 小川
ソフトバレーボール 2年生 6名 小泉
ドッジビー 2年生 6名 小川
卓球 2年生 6名 和井田










13 水 12：25スタッフ会議 この日程表の説明 授業
14 木 授業 18：00教員打ち合わせ













21 木 チーム編成 18：00教員打ち合わせ











28 木 授業 18：00教員打ち合わせ


























19 木 練習② 18：00教員打ち合わせ




















1 教育学部球技祭の目的 /実行委員長あいさつ /学長あいさつ（教員代表）
2 施設案内図（種目会場図、更衣室、待機場所）
3 実行委員（2年生と 1年生）の係と役員名

































　小学校学習指導要領（昭和 33年 10月 1日施行、昭和 46年 4月施行、昭和 55年 4月






































































































































































































































































の 運 営 に か か わ る 」
（26.0％）、「指導にあたっ
た上級生と交流する」
































































































































































































































　教育学部が設置されて 3年目の 2014年 5月、1年生の適応促進を目的に第 1回教育学
部新入生歓迎球技祭が実施された。それ以降毎年 5月に、2年生の有志学生約 20名によ
る実行委員会を教員がサポートすることで球技祭は継続されている。球技祭を開始してか
ら入学する学年の退学率が減少した。そこで本研究では、新入生の適応の効果を質問紙を
用いて検討した。また、2年生の実行委員の達成感も強く、その後に多方面で積極的に活
動する学生が多く出ており、2年生にも教育的な効果があると推察された。そこで、2年
生の実行委員にも質問紙調査を行い教育効果を検討した。影響を与えているという教育的
成果と課題とを整理・検討するという研究課題を解決するために、2016年 5月に行った
第 6期生に対する新入生歓迎球技祭を研究対象として、事前準備の記録と、事後に行っ
た質問紙調査とを中心に検討した。
　1年生の適応に関しては、質問紙調査から、球技祭は効果的であったことが確認できた。
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その内容としては、「友人関係の形成」に寄与しただけでなく、「大学に対する所属意識」や
「大学に対する親近感」も増しており、女子の方が男子よりもその傾向が強かった。これ
は、男女混合チームで行われる球技祭で、球技が苦手な女子も楽しめるような工夫が成功
したことを示している。「大学に対する親近感」の中には、上級生に対する敬意や親しみの
項目も含まれており、2年生の実行委員会による企画運営という在り方が、1年生に大学
に対する肯定的な印象を与えたと推察できる。また、大学や学生同士への肯定的な印象
は、知らない人と出会うことへの不安を和らげたり、球技祭で協力できた経験を授業のグ
ループ発表でも活かすようになったりなど、その後の大学生活にも良い影響を与えている
ことが推察できる自由記述も多くあった。
　2年生の実行委員に関しては、教員側はプロジェクトマネジメントを教える場としても
位置づけた。プロジェクトマネジメントリテラシとして、伊東（2013）は、（1）チーム・
ビルディング（チームづくり、コミュニケーション）、（2）チーム憲章（コンセプト・シー
ト。目的・運営理念・行動指針等を明らかにし、共有する）、（3）ガントチャート（1週間
を単位としてチームの作業予定と実績の差異（予実差）を視覚化し、全体としての進捗状
況を全員で把握・共有する）、（4）実践とふりかえり（QCD：品質・コスト・納期を意識
した実践、責任、振り返りと修正）の 4領域を挙げている。
　教員側が、これらのプロジェクトマネジメントリテラシを意識して実行委員会を支援し
たのは、第 2章で述べたとおりである。（1）チーム・ビルディングに役立ったのは、ス
タッフ会議と SNS（LINE）を使った日常的な情報共有であった。（2）チーム憲章につい
ては、① 1年生同士が仲良くなり、②球技が得意でも不得意でも楽しめて、③当日 1年
生が時間をもてあますことがないような種目・ルール・プログラムの企画と運営というコ
ンセプトが何度も共有された。（3）ガントチャートについては、学生だけでは作れなかっ
たために教員が例示することで、作業予定の立て方を学ばせた。（4）実践と振り返りは、
週 2回の実行委員会スタッフ会議に教員が参加してやり方を伝えた。2か月後に行った自
由記述には、それぞれの領域にかかわる記述が多く見られ、プロジェクトマネジメントリ
テラシを学ぶ場になっていたことが確認できた。
　教員は、PBL（Project Based Learning）型演習の手法を取り入れつつ、プロジェクトマ
ネジメントリテラシを教えるという態度で実行委員会に接した。それは、内容の質は担保
しつつも、実行委員会の自主性を最大限に重んじるという姿勢であった。終了後の達成感
を味わったと記述した実行委員が多かったが、自分たちの力で成し遂げたという実感があっ
たからであろう。球技祭の企画運営で教員が支援した内容については、記録の意味もあり、
その意図と内容とを本稿第 2章に詳述した。学生の主体性を尊重しつつも、教師になった
ときに役に立つスキルや、プロジェクトマネジメントリテラシの伝達過程を整理した。
　球技祭では、担当教員が実行委員会を支援するとともに、授業にも活用することで、教
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「初等体育」「体育実技」「保健体育理論」の授業を活用した
小学校教員養成課程学生の適応および教育的成長支援に関する実践研究
育的な成果を引き出すことができた。さらに PBL演習型の協同学習形式で実行委員会を
動かしたことが、プロジェクトマネジメントリテラシの育成と定着に効果的であったこと
もある程度確かめられた。
　PBL演習型協同学習も、プロジェクトマネジメントリテラシも、教職において活用で
きるものである。しかし、このような活動は、本学教育学部では球技祭のみである。授業
や行事の中にも、意図的継続的に PBL演習型協同学習を組み込むことができると、さら
に効果は上がると考えられる。今後の課題は、異学年交流も含む PBL演習型協同学習を
球技祭以外の大学の行事や授業の中にも組み込んで、プロジェクトマネジメント力を高め
る学習を継続的に行う可能性をさぐることである。
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